






東京都市計画高度利用地区の変更（墨田区決定） 

都市計画高度利用地区を次のように変更する。 

面積欄の（ ）内は、変更前を示す。 

種類  

（地区名・区分）  
面積 

建築物の 

容積率の 

最高限度（注１） 

建築物の 

容積率の 

最低限度※ 

建築物の 

建ぺい率の 

最高限度（注２） 

建築物の 

建築面積の 

最低限度※ 

壁面の位置の 

制限（注３） 
備考 

高
度
利
用
地
区 

（
東
武
曳
舟
駅
前
地
区) 

Ⅰ 
－Ａ 約０．３ha ５０／１０ ２０／１０ ７／１０ 

２００㎡  
１ｍ 

東武曳舟駅前 

地区第一種市街

地再開発事業 

施行区域 

－Ｂ 約１．０ha ４０／１０ ２０／１０ ７／１０ ― 

Ⅱ 
－Ａ 約０．２ha ４０／１０ ２０／１０ ８／１０ 

２００㎡  
１ｍ 

－Ｂ 約０．２ha ３０／１０ ２０／１０ ８／１０ ― 

小計 約１．７ha  

※ 適用除外されるもの 

・公衆便所、巡査派出所その他これらに類する公益上必要な建築物の敷地として使用するもの 

・歩行者の回遊性、利便性の向上及び賑わいのある複合市街地の形成のために設ける公園施設等の敷地として使用するもの 

・その他これらに類するもので区長が公益上やむを得ないと認めたもの 

（注１） 

１ Ⅰ地区において、東京における自然の保護と回復に関する条例及び同施行規則に規定する緑化基準に基づき算出した緑化率が

３５％未満である建築物にあっては、１０分の０．２を減じる。 

（注２） 

１  建築基準法第５３条第３項第１号又は第２号のいずれかに該当する建築物にあっては１０分の１を、同項第１号及び第２号

に該当する建築物又は同条第６項第１号に該当する建築物にあっては１０分の２を加えた数値とする。 

２ 建築物の敷地が制限の異なる二以上のゾーン区域にわたる場合は建築基準法第５３条第２項を準用する。 



（注３） 

１ 建築物の外壁又はこれに代わる柱の面は、計画図に示す壁画線を越えて建築してはならない。ただし、落下物に対応する庇・バ

ルコニー等及び転落防止に対応する鉄柵等は除く。 

墨田地区内のその他の地区 面積 位置 

（高度利用地区） （約  ha） （既決定地区）  

白鬚東地区 ３２．６ 墨田区堤通二丁目地内 

立花一丁目地区 １．２ 墨田区立花一丁目地内 

京島一丁目地区 １．２ 墨田区東向島二丁目、京島一丁目各地内 

押上二丁目地区 ０．７ 墨田区押上二丁目地内 

吾妻橋一丁目地区 ３．７ 墨田区吾妻橋一丁目地内 

錦糸町駅北口地区 ４．４ 墨田区錦糸一、二、三丁目各地内 

横川五丁目地区 ３．２ 墨田区横川五丁目地内 

曳舟駅前地区 ２．８ 墨田区東向島二丁目、押上二丁目、京島一丁目各地内 

京成曳舟駅前東第一地区 ０．４ 墨田区京島一丁目地内 

京成曳舟駅前東第二南地区 ０．５ 墨田区京島一丁目地内 

京成曳舟駅前東第三地区 ０．７ 墨田区京島一丁目地内 

合計 
約５３．１ha 

（約５１．４ha） 

 

「位置及び区域、壁面の位置の制限は、計画図表示のとおり。」 

［理由］ 

東武曳舟駅前地区第一種市街地再開発事業の実施に伴い、土地の合理的かつ健全な高度利用と都市機能の更新を図るため、高度利用地区を変更する。  



変更概要 

番号 変更箇所 変更前 変更後 変更面積 備  考 

１ 
墨田区 

東向島二丁目地内 
指定なし 高度利用地区 約１．７ha 

（既決定地区） 

白鬚東地区 

立花一丁目地区 

京島一丁目地区 

押上二丁目地区 

吾妻橋一丁目地区 

錦糸町駅北口地区 

横川五丁目地区 

曳舟駅前地区 

京成曳舟駅前東第一地区 

京成曳舟駅前東第二南地区 

京成曳舟駅前東第三地区 

 


